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佐伯管内の授業改善に係る課題と

今後求められる取組等について

大分県教育庁佐伯教育事務所

令和３年度佐伯教育事務所管内第３回地域授業改善協議会

令和４年１月１７日

本日の説明資料



本日の内容
【説明】
１．佐伯管内の授業改善に係る課題と

今後求められる取組等について

【演習】
２．自校の授業改善に係る取組内容の

振り返りと今後の取組について
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１．佐伯管内の授業改善に係る課題と今後求められる取組等について

※詳細は「別添資料」をご覧下さい

＜佐伯市学力向上対策に係る取組＞

（１）付けたい資質・能力、評価規準を明確にした授業の実施

（２）「情報の取り出し」を意識した授業の実施

（３）必然性をもったペア・グループ活動の実施



第2回学校訪問での状況

・授業を構想する上でのポイントとなる事柄が意識されてきた。

①＜単元で付けたい力(単元目標)＞について

育成を目指す資質・能力の３つの柱にそって単元目標を設定している板書指導案

が多く見られた。

②＜本時のねらい＞について

「Ａ（学習内容）、Ｂ（学習活動）、Ｃ（育成を目指す資質・能力）」の３つの要素を入れ

て、活動のゴールの姿をイメージし、付けたい力をどのようにして身に付けさせるの

かを意識した板書指導案が多く見られた。

③＜本時の評価規準＞について

付けたい力が身に付いた児童生徒の姿のイメージを持ち、ねらいと対応させている

板書指導案が多く見られた。
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１．佐伯管内の授業改善に係る課題と今後求められる取組等について



第2回学校訪問を受けての今後の改善点

・「情報の取り出し」について、テキスト等に線を引かせたり視点を与えて読ませたり、
各学校での様々な工夫がうかがえた。「児童生徒が何のために何を取り出すのか、
取り出した情報をどう使って考察等していくか」といったイメージを明確にした工夫を
更に進める必要がある。

・「導入部」について、児童生徒の疑問や既習事項とのズレから課題設定へとつなぎ、
これまでの学びを基に課題解決の見通しを持たせている授業が見られた。児童生徒
の思考の流れにそった導入部の工夫を更に進める必要がある。

・「振り返り」について、校内で共通した視点をつくって振り返りをさせている学校が多
く見られた。学びの過程や変容を自覚させる等の目的にそった振り返りの工夫を更
に進める必要がある。

・授業改善について、若手の人材育成とも重ねて学力向上プランと連動させた具体
的な取組内容を共有し、校内研修や互見授業等を基盤に、更に検証・改善していく
必要がある。
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INPUT PROCESS OUTPUT

情報の取り出し
～に着目して

取り出した情報の処理
比較して・分類して・関連付けて・・・等々

情報の出力
結果や過程等について
最後には言語化

他者との対話がもたらす効用の例
①聞き手としての他者（説明による精緻化）
②話し手としての他者（異なる情報の収集）
③知の協同構築としての他者

（情報を提供し合い、関連付けて、知を創出する）

どのような処理を促して、どのような力をつけるのか
最後に出力させたい言葉を想定して、計画段階で

グラフや表の読み取り等
段階的で丁寧な指導

結果や過程等について
まとめて話す・書く場を設定等

１．佐伯管内の授業改善に係る課題と今後求められる取組等について
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「考えるための技法」の活用 小学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間 Ｐ８２～

中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間 Ｐ７９～

「考えるための技法」とは，この例のように，考える際に必要になる情報の処理方法を，「比較する」，
「分類する」，「関連付ける」のように具体化し，技法として整理したものである。総合的な学習の時間
が，各教科等を越えて全ての学習における基盤となる資質・能力を育成することが期待されている中
で，こうした教科等横断的な「考えるための技法」について，探究的な過程の中で学び，実際に活用
することも大切であると考えられる。

〇順序付ける

・複数の対象について，ある視点や条件に沿って対
象を並び替える。
〇比較する

・複数の対象について，ある視点から共通点や相違
点を明らかにする。
〇分類する

・複数の対象について，ある視点から共通点のある
もの同士をまとめる。
〇関連付ける
・複数の対象がどのような関係にあるかを見付ける。
・ある対象に関係するものを見付けて増やしていく。
〇多面的に見る・多角的に見る

・対象のもつ複数の性質に着目したり，対象を異なる
複数の角度から捉えたりする。

○理由付ける（原因や根拠を見付ける）

・対象の理由や原因，根拠を見付けたり予想した
りする。
○見通す（結果を予想する）
・見通しを立てる。物事の結果を予想する。
○具体化する（個別化する，分解する）

・対象に関する上位概念・規則に当てはまる具
体例を挙げたり，対象を構成する下位概念や要
素に分けたりする。
○抽象化する（一般化する，統合する）

・対象に関する上位概念や法則を挙げたり，複
数の対象を一つにまとめたりする。
○構造化する
・考えを構造的（網構造・層構造など）に整理する。

「考えるための技法」を紙の上などで可視化することで，いわば道具のように意図的に使えるようになる。生徒の思考を
助けるためにあらかじめワークシートの形で用意しておくことも考えられる。・・・例えば「○○中学校思考ツール」

１．佐伯管内の授業改善に係る課題と今後求められる取組等について
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授業アイデア例  

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html 

「情報の取り出し」、「どのような考察等をさせるのか」といった授業の視点の参考として

１．佐伯管内の授業改善に係る課題と今後求められる取組等について

授業アイディア例 国立教育政策研究所
https://www.nier.go.jp/jugyourei/r03/index.htm



国研HP Ｈ２４ 授業アイデアより 段階的で丁寧な指導に

１．佐伯管内の授業改善に係る課題と今後求められる取組等について

授業アイディア例 国立教育政策研究所
https://www.nier.go.jp/jugyourei/r03/index.htm



Ｈ２７ 小学校 授業アイデア

１．佐伯管内の授業改善に係る課題と今後求められる取組等について

授業アイディア例 国立教育政策研究所
https://www.nier.go.jp/jugyourei/r03/index.htm



１．佐伯管内の授業改善に係る課題と今後求められる取組等について

授業アイディア例 国立教育政策研究所
https://www.nier.go.jp/jugyourei/r03/index.htm
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Ｈ２７ 中学校 授業アイデア その①

１．佐伯管内の授業改善に係る課題と今後求められる取組等について

授業アイディア例 国立教育政策研究所
https://www.nier.go.jp/jugyourei/r03/index.htm
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Ｈ２７ 中学校 授業アイデア その②

１．佐伯管内の授業改善に係る課題と今後求められる取組等について

授業アイディア例 国立教育政策研究所
https://www.nier.go.jp/jugyourei/r03/index.htm
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参 考



第3回地域授業改善協議会　演習シート                 （                     ）学校

自校で取り組んでいる授業改善の視点 評価 △の理由 必要なことをどのようにして行っていくか

①
「めあて」と「振り返り」、「課題」と「まとめ」を連動さ
せて授業に位置づける

△

「めあて」、「課題」、「まとめ」、
「振り返り」の区別や呼応関係の
捉え方の共通理解を図ることが
できていないから

・校内研修で、新大分スタンダードＱ＆Ａやこれまで作成した板書
計画等を用いて、区別と呼応関係についての協議をする
・これからの授業の板書写真を用いて、学年部等で相互チェック
等を行っていく

② 毎時間必ず「振り返り」を行う △

具体的にどんな振り返りをしてい
くか共通理解を図ることができて
いないから

・一人一人が「振り返りの視点」の考えを出し合い、視点
を整理したカードを作って校内で共有する
・互見授業の視点に取り入れて定期的に検証していく

③
算数・数学科において、既習事項を効果的に活用
した課題へのつなぎ

○

④

1 目的や視点等を持たせた「情報の取り出し」

2
指導案等で「考えさせる」とする際、
どのような思考を促すかの具体イメージ
～思考の類型「比較」「分類」「関連付ける」等の考えるための技法の活用等～

○１．「情報の取り出し」、２．「考える際に必要になる情報の処理方法」について

○学力向上プランについて

＜手順＞ １．自校の学力向上プラン〈取組内容〉、〈取組指標〉の記述から何を授業改善の視点としているかを、①～④にいくつか書き出します。

　　　　　２．書き出した内容について、校内で具体的なイメージ等が共有されているかチェックして、されていれば「○」、不十分であれば「△」を記入します。

　　　　　３．△については、「△の理由」と「必要なことをどのようにして行っていくか」を考えて書きます。

　　　　　４．１「情報の取り出し」、２「考える際に必要となる情報の処理方法」についても同様にチェックします。

自校の授業改善の取組について、校内で具体的なイメージや取組内容が共有できているか振り返ってみましょう。
　　　○「学力向上プラン」について　　　○「情報の取り出し」、「考える際に必要となる情報の処理方法」について

令和４年 １月１７日（月）

演習シート

１．自校の学力向上プラン〈取組内容〉、〈取組指標〉の記述から何を授業改善の視点としているかを、
①～④にいくつか書き出します。

２．書き出した内容について、校内で具体的なイメージ等が共有されているかチェックして、
されていれば「○」、不十分であれば「△」を記入します。

３．△については、「△の理由」と「必要なことをどのようにして行っていくか」を考えて書きます。
４．１「情報の取り出し」、２「考える際に必要となる情報の処理方法」についても同様にチェックします。
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【演習】

記入例

学校名を記入

２．自校の授業改善に係る取組内容の振り返りと今後の取組について


